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   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６６Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ   5/00    ３００　
   Ｈ０４Ｎ   1/40    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月26日(2013.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１３】
　＜回折補正処理：第５例（特定信号重視処理：輝度信号成分）＞
　図２０は、回折補正部１００による回折補正処理の第５例を説明する図（フローチャー
ト）である。第５例の回折補正処理は、撮像装置２０で取得される画像情報を構成する各
成分の撮像データの色空間を変換し、色変換後の複数の画像データの少なくとも１つ（た
だし全てではない）について処理する方法である。以下では、色変換された複数（たとえ
ばＸ，Ｙ，ＺやＹ，ｕ，ｖ）の画像データの内の何れか１つのみに着目した処理とする。
以下、第３例との相違点を中心に説明する。なお、処理ステップを４００番台で示し、第
３例と同様の処理ステップには第３例と同じ１０番台と１番台で示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２５】
　＜光透過部の変形例＞
　図２１～図２３は、光透過領域１２の光透過部３０の変形例を示す図である。ここで、
図２１～図２２（１）は第１変形例を示し、図２２（２）は第２変形例を示し、図２３は
第３変形例を示す。図２１～図２２（１）においては、図面の簡素化のため、全ての光透
過部３０において、１つのある光透過部３０に隣接する４つの光透過部３０のそれぞれが
、このある光透過部３０の大きさと異なっているようには図示していない。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２７】
　図２１～図２２（１）に示す第１変形例では、光透過領域１２の光透過部３０の状態を
ランダムにする、具体的には、光透過部３０の大きさ、形状、分布の少なくとも１つをラ
ンダムとする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２９】
　図２１に示す例は、一例として光透過領域１２に６×３＝１８箇所の光透過部３０を設
け、着目する１つの光透過部３０を光透過部３０Ａとし、光透過部３０Ａに対して水平方
向に隣接する２つの光透過部３０を光透過部３０Ｂと光透過部３０Ｃとし、垂直方向に隣
接する２つの光透過部３０を光透過部３０Ｄと光透過部３０Ｅとしている。光透過部３０
Ｂに対して水平方向に隣接する光透過部３０Ａ以外のものを光透過部３０ｆとし、垂直方
向に隣接する２つの光透過部３０を光透過部３０ｇと光透過部３０ｈとしている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３０】
　図２１（１）に模式的に示すように、１８箇所の光透過部３０の全てにおいて、１つの
ある光透過部３０に隣接する他の４つの光透過部３０のそれぞれが、このある光透過部３
０の大きさと異なる構成とした。図２１（１）において、光透過部３０Ａに着目すると、
光透過部３０Ａの水平方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ｂ，３０Ｃ、および
、垂直方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ｄ，３０Ｅのそれぞれは、光透過部
３０Ａと大きさが異なっている。また、光透過部３０Ｂに着目すると、光透過部３０Ｂの
水平方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ａ，３０ｆ、および、垂直方向に隣接
して配置された２つの光透過部３０ｇ，３０ｈのそれぞれは、光透過部３０Ｂと大きさが
異なっている。これによって、光透過領域１２において回折現象が発生することを回避す
ることができた。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３２】
　たとえば、図２１（２）に模式的に示すように、１８箇所の光透過部３０の全てにおい
て、１つのある光透過部３０に隣接する他の４つの光透過部３０のそれぞれが、このある
光透過部３０の形状と異なる構成とした。図２１（２）において、光透過部３０Ａに着目
すると、光透過部３０Ａの水平方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ｂ，３０Ｃ
、および、垂直方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ｄ，３０Ｅのそれぞれは、
光透過部３０Ａと形状が異なっている。また、光透過部３０Ｂに着目すると、光透過部３
０Ｂの水平方向に隣接して配置された２つの光透過部３０Ａ，３０ｆ、および、垂直方向
に隣接して配置された２つの光透過部３０ｇ，３０ｈのそれぞれは、光透過部３０Ｂと形
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状が異なっている。これによっても、光透過部３０において回折現象が発生することを回
避することができた。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３４】
　図２２（１）に示す例は、一例として光透過領域１２には５×５＝２５箇所の光透過部
３０を設け、水平方向における着目する光透過部３０Ａとの１つの配列ピッチＰを配列ピ
ッチＰＨＡとし、配列ピッチＰＨＡに対して水平方向に隣接する２つの配列ピッチＰを配
列ピッチＰＨＢと配列ピッチＰＨＣとしている。また、配列ピッチＰＨＢに対して水平方
向に隣接する配列ピッチＰＨＡ以外のものを配列ピッチＰＨｆとしている。さらに、垂直
方向における着目する光透過部３０Ａとの１つの配列ピッチＰを配列ピッチＰＶＡとし、
配列ピッチＰＶＡに対して垂直方向に隣接する２つの配列ピッチＰを配列ピッチＰＶＢと
配列ピッチＰＶＣとしている。また、配列ピッチＰＶＢに対して垂直方向に隣接する２つ
の配列ピッチＰを配列ピッチＰＶｇと配列ピッチＰＶｈとしている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３５】
　図２２（１）に模式的に示すように、２５箇所の光透過部３０の全てにおいて、水平方
向における１つのある配列ピッチＰに隣接する他の２つの配列ピッチＰＨのそれぞれがこ
のある配列ピッチＰと異なり、かつ垂直方向における１つのある配列ピッチＰに隣接する
他の２つの配列ピッチＰＶのそれぞれがこのある配列ピッチＰと異なる構成とした。図２
２（１）において、光透過部３０Ａに着目すると、配列ピッチＰＨＡの水平方向に隣接し
て配置された２つの配列ピッチＰＨＢ，ＰＨＣのそれぞれは、配列ピッチＰＨＡと異なっ
ているし、配列ピッチＰＶＡの垂直方向に隣接して配置された２つの配列ピッチＰＶＢ，
ＰＶＣのそれぞれは、配列ピッチＰＶＡと異なっている。また、光透過部３０Ｂに着目す
ると、配列ピッチＰＨＢの水平方向に隣接して配置された２つの配列ピッチＰＨＡ，ＰＨ
ｆのそれぞれは、配列ピッチＰＶＢと異なっているし、配列ピッチＰＶｂの垂直方向に隣
接して配置された２つの配列ピッチＰＶａ，ＰＶｃのそれぞれは、配列ピッチＰＶｂと異
なっている。これによっても、光透過領域１２において回折現象が発生することを回避す
ることができた。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３８】
　［第２変形例］
　第２変形例では、光透過部を二重環状構造（二重中抜き構造）とした。具体的には、画
像表示装置１における画像表示部１０を構成する複数の画素の配置を図２２（２）に模式
的に示すが、光透過部３０は、第１光透過部３０Ａおよび第２光透過部３０Ｂから構成さ
れ、第１光透過部３０Ａを取り囲むように第２光透過部３０Ｂが配置されている。図２２
（２）では、第１光透過部３０Ａおよび第２光透過部３０Ｂの明確化のために、第１光透
過部３０Ａおよび第２光透過部３０Ｂに斜線を付した。第１光透過部３０Ａおよび第２光
透過部３０Ｂの大きさ、形状、配置状態、第１光透過部３０Ａと第２光透過部３０Ｂとの
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位置関係の最適化を図ることで、回折現象が生じることを確実に抑制できた。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４０】
　［第３変形例］
　第３変形例は、光透過部３０を井桁状や「Ｌ」字の形状にしたものである。すなわち、
図２３（１），（２）に画像表示部１０を構成する複数の画素１１（１１Ｒ，１１Ｇ，１
１Ｂ）の配置を模式的に示すように、第３変形例の撮像装置付き画像表示装置は、表示素
子を含む画素１１を複数配置してなる画像表示部１０、画像表示部１０に設けられた光透
過領域１２（光透過部３０）、画像表示部１０の背面側に配置された撮像装置２０、並び
に、光透過部３０を通過した光を撮像装置２０に集光する集光部２１を有する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４１】
　たとえば、図２３（１）に示す例にあっては、光透過部３０は、画素１１の全ての周囲
に設けられており、井桁状の形状を有する。すなわち、光透過部３０が画素の境界に相当
する辺の全てに設けられており、かつ隣接する画素１１の間に共通して設けられている。
また、図２３（２）に示す例にあっては、光透過部３０は、画素１１の周囲の一部に設け
られており、「Ｌ」字形状を有する。すなわち、光透過部３０が画素１１の境界に相当す
る辺の内の連続する２辺に設けられている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４５】
　＜電子機器のモニタ装置の代替＞
　図２４は、本実施形態の画像表示装置１が適用される電子機器の一例を示す図である。
画像表示装置１Ａや画像表示装置１Ｂは、たとえばパーソナルコンピュータを構成するモ
ニタ装置の代替に限らず、各種の電子機器のモニタ装置の代替として使用することができ
る。たとえば、ノート型パーソナルコンピュータ（図２４（１）参照）に組み込まれたモ
ニタ装置の代替として使用することができる。携帯電話（図２４（２）参照）や、図示し
ないが、ＰＤＡ（携帯情報端末，Personal Digital Assistant）、ゲーム機器に組み込ま
れたモニタ装置、従来のテレビジョン受像機などの代替として使用することができる。何
れも、画像表示部１０には、図示しない光透過部３０が形成されている光透過領域１２が
設けられ、表示面側と反対側の裏面には撮像装置２０が設けられる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４９】
　［第１変形例：位置検出］
　図２５～図２６に示す第１変形例は、撮像装置２０を介して取得された画像情報に基づ
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き被写体の位置情報を求める位置検出部７１Ｃを備えるようにしたものである。位置検出
部７１Ｃは画像表示装置１Ｃに設けてもよいし周辺機器７０Ｃに設けてもよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５３】
　［第２変形例：３次元画像表示＋位置検出］
　図２７～図２８に示す第２変形例は、画像表示部１０の裏面側に複数（典型的には２つ
）の撮像装置２０を配置し、撮像装置２０のそれぞれからの画像情報に基づき画像表示部
１０から使用者までの距離を位置検出部７１Ｄが求めるようにしたものである。位置検出
部７１Ｄは画像表示装置１Ｄに設けてもよいし周辺機器７０Ｄに設けてもよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５６】
　［第３変形例：ＴＶ会議システム］
　図２９～図３０に示す第３変形例は、前記実施形態の仕組みをいわゆるテレビジョン電
話会議システム（テレビ電話装置）に適用したものである。第３変形例は、撮像装置２０
を介して取得された画像情報を送出する情報送出部８０と、外部から入力された画像情報
に基づく画像を画像表示部１０に表示する表示制御部８２をさらに備えている。撮像装置
２０を介して取得された画像情報を情報送出部８０によって外部に送出し、外部から入力
された画像情報に基づく画像を表示制御部８２によって画像表示部１０に表示する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５７】
　情報送出部８０と表示制御部８２は画像表示装置１Ｅに設けてもよいし周辺機器７０Ｅ
に設けてもよい。図２９では、便宜的に、情報送出部８０と表示制御部８２を画像表示装
置１Ｆ（の本体）の台座部分に示している。同様の図示の手法は後述する他の変形例も適
用する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５９】
　［第４変形例：デジタルミラー］
　図３１～図３２に示す第４変形例は、前記実施形態の画像表示装置１をいわゆるデジタ
ルミラーとして機能させるものである。
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